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研究の全体概要 

提案する土壌処理・廃棄物減容システムは、土壌からの高い Cs回収性能と回収 Csの高減容固定化能

力を有していることを平成 28 年度の実証事業で明らかにしたが、提案システムを実用化するために、

本研究では以下の４つの課題について研究する。 

 

①亜臨界水イオン交換による福島土壌からの Cs 高速脱離：福島の汚染土壌に含まれる多種類の粘土鉱

物（2:1型のバーミキュライト等）からの亜臨界水イオン交換による Cs脱離に対応できるように、粘土
鉱物の層状構造に対する亜臨界水中でのイオン交換現象の速度論・平衡論の解析とその理論化を進め

る。それらの結果から、多様な福島土壌の処理に適用可能な亜臨界水イオン交換プロセスを構築する。 

 

②カラムを用いた亜臨界水イオン交換プロセスによる連続処理と実用装置の開発：亜臨界水中でのイオ

ン交換速度は大変速く、カラムを用いた連続回収が適応可能である。カラム法にすれば連続的に溶離剤

を流すため、バッチ処理のような繰り返し洗浄操作は不要で、土壌細粒物（粘土鉱物）からの Cs 回収
技術の一層の高速化・高効率化・低コスト化を図ることができる。小型カラム試験装置を用いて土壌の

連続処理技術を確立すると共に、カラムの動的挙動を解析してプロセスを設計できる数学モデルを構築

する。更に合理的に連続処理を達成できる実用装置を開発する。 

 

③土壌から回収した Cs の高減容固定化技術：亜臨界水イオン交換プロセスでは汚染土壌の分級細粒物

から水相に Cs を取り出すことができる。アルミノシリケート等の固体酸を高分散した多孔質ガラスを
用いれば、取り出された Cs は多孔質ガラスに高選択吸着され、加熱により直接ガラス固化体を作製で
きる。高い減容率が期待できる機能性ガラス材料を開発する。 

 

④汚染土壌処理・高減容システムの評価：亜臨界水イオン交換プロセス（第１工程）と回収 Cs の高減
容固定化プロセス（第２工程）を統合化した土壌処理・高減容システムに対して、装置規模、物質収支、

熱収支、放射能収支、二次廃棄物発生量、経済評価を行い、土壌処理・高減容化に優れたシステムを構

築する。 
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